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へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
裏
面
の
Ｅ
メ
ー
ル�

ア
ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

　
名
古
屋
大
学
は
昨
年
、
大
学
院
共

通
教
育
の
実
施
に
向
け
て
動
き
出
し

ま
た
。
背
景
は
何
か
、
な
ぜ
「
共
通
」

な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
教
育
形
態
が

よ
い
の
か
。
国
内
外
の
事
例
も
ふ
ま

え
て
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

大
学
院
の
実
情�

　
行
政
的
要
請
は
１
つ
の
理
由
で
し

ょ
う
。
た
し
か
に
こ
こ
数
年
の
推
進

ぶ
り
に
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
も
、
中
教
審
答
申
、
大

学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
の
改
訂
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
事
業
発
足
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
で
も
、
こ
こ
で
見
て
い
き
た
い
の

は
、
も
う
少
し
本
質
的
な
要
請
で
す
。

目
を
向
け
る
べ
き
は
、
大
学
院
生
数

の
増
加
に
よ
る
意
識
の
変
化
や
学
生

の
学
習
履
歴
に
多
様
性
が
増
し
た
こ

と
で
す
。
学
部
段
階
に
お
け
る
教
養

教
育
解
体
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
来
の
大
学
院
教
育
の
ま
ま

で
は
修
了
者
の
水
準
を
保
て
な
い
。

そ
う
感
じ
て
い
る
関
係
者
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。�

改
革
の
理
念�

　
他
方
に
、
知
識
生
産
の
あ
り
方
が

変
容
し
、
ま
た
知
識
基
盤
社
会
を
牽

引
す
る
人
材
養
成
が
大
学
院
に
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
社
会

の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
変
化
は

世
界
的
な
も
の
で
、
大
学
院
教
育
改

革
も
ま
た
、
各
国
が
模
索
、
試
行
し

て
い
ま
す
。�

　
知
識
基
盤
社
会
は
、
異
分
野
や
別

組
織
に
所
属
す
る
人
々
が
、
特
定
の

問
題
解
決
、
課
題
達
成
の
た
め
に
知

力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現

強
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
「
モ
ー
ド
２
型
知
識
生

産
」
や
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ

て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
も
、
知
的
生
産
は
学
術
界
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
が
知
識
基
盤

社
会
を
牽
引
す
る
人
材
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
起
き
や
す
い
社
会
へ
と
変
革

で
き
る
よ
う
な
人
材
こ
そ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。�

新
た
に
求
め
ら
れ
る
能
力�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
知
的
生
産

に
携
わ
る
者
に
は
、
広
い
視
野
を
も

つ
こ
と
、
異
分
野
を
つ
な
ぐ
こ
と
、

異
な
る
状
況
や
複
数
の
役
割
に
対
応

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
大
学
教

員
を
例
に
と
れ
ば
、
特
定
の
学
問
分

野
の
一
員
と
し
て
の
立
場
、
大
学
に

雇
用
さ
れ
る
者
と
し
て
の
立
場
、
社

会
的
状
況
に
対
す
る
専
門
家
個
人
と

し
て
の
立
場
な
ど
が
あ
り
、
協
働
す

る
相
手
も
様
々
で
す
。
い
く
つ
か
の

顔
を
使
い
分
け
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
統

合
さ
れ
た
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
築
い
て
い
ま
す
。�

　
専
門
知
を
多
様
な
文
脈
で
生
か
す

た
め
に
必
要
な
技
能
を
ま
と
め
た
も

の
に
「
移
転
可
能
ス
キ
ル
」
が
あ
り

ま
す
﹇
か
わ
ら
ば
ん
２
０
０
８
年
夏

号
参
照
﹈。
昨
今
の
大
学
に
お
け
る

ア
ウ
ト
カ
ム
指
向
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
指
向
と
相
ま
っ
て
か
、
現
在
で
は

欧
州
科
学
財
団
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
こ
の

語
を
用
い
て
人
材
育
成
の
あ
り
方
を

議
論
し
て
い
ま
す
。�

日
本
の
大
学
院
教
育
で
は�

　
院
生
増
加
と
多
様
化
を
踏
ま
え
た

研
究
室
教
育
の
補
完
、
従
来
の
学
部

教
養
教
育
の
代
替
、
さ
ら
に
は
移
転

可
能
ス
キ
ル
育
成
と
、
日
本
の
大
学

院
教
育
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
多
層

的
で
す
。
教
育
内
容
に
即
し
て
言
い

換
え
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
３
点
に
集

約
で
き
ま
す
。�

① 

専
門
家
と
し
て
の
生
き
方
や
判
断

を
支
え
る
よ
う
な
教
養
教
育
、
キ

ャ
リ
ア
教
育�

② 

書
く
、
話
す
、
聴
く
、
議
論
す
る
、

論
理
的
に
考
え
る
な
ど
の
基
礎
ス

キ
ル
補
強
と
、
専
門
家
レ
ベ
ル
へ

の
向
上
の
た
め
の
教
育�

③ 

異
分
野
交
流
、
問
題
解
決
、
協
働

な
ど
の
経
験
を
与
え
る
こ
と
に
よ

る
教
育�

教
育
形
態
は
い
か
に�

　
国
内
外
に
す
で
に
取
り
組
み
を
始

め
た
大
学
が
あ
り
ま
す
。
講
義
や
セ

ミ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
先
方
は
企
業
と
は
限
り
ま

せ
ん
）
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た

学
習
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
積
極
的

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
教
育

が
学
問
分
野
を
超
え
て
提
供
さ
れ
、

と
き
に
社
会
と
の
接
点
も
も
っ
て
、

院
生
が
異
分
野
交
流
を
経
験
す
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。「
共
通
」

教
育
で
あ
る
意
義
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。�

　
多
様
な
知
を
結
集
し
て
問
題
解
決

に
取
り
組
ん
だ
り
、
そ
れ
を
追
体
験

で
き
た
り
す
る
参
加
型
の
学
習
形
態

と
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
に
値
し
ま

す
。
ス
キ
ル
や
意
識
の
育
成
に
は
、

経
験
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。�

　
た
だ
し
、
ス
キ
ル
や
意
識
は
定
着

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
研
究
指

導
を
含
め
た
専
門
教
育
に
お
い
て
繰

り
返
し
て
ス
キ
ル
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
は
専
門
性
の
発
揮
に
つ
な
が
り
ま

す
。
専
門
教
育
と
共
通
教
育
を
両
輪

と
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。�

　
ま
た
、
大
学
院
共
通
教
育
で
は
「
担

当
教
員
が
院
生
と
と
も
に
学
ぶ
」
と

い
う
面
が
よ
り
強
ま
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
教
員
が
専
門
と
す
る
分
野
に
つ

い
て
教
授
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
一
専
門
家
と
し
て
期
待
さ
れ

た
院
生
が
、
伸
び
や
か
に
成
長
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
の
教
員
に
と
っ

て
も
、
知
的
な
刺
激
に
満
ち
た
空
間

が
待
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
う
ま
く
す
れ
ば
大
学
や
知
的
生
産

シ
ス
テ
ム
を
活
性
化
す
る
起
爆
剤
に

な
る
大
学
院
共
通
教
育
。
楽
し
み
な

挑
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
齋
藤
芳
子
）�

�

ＰＯＤ2011体験記�

大
学
院
共
通
教
育
を
考
え
る�

　平成23年10月26日～30日に、米国アトランタにお

いて開催されたProfessional and Organizational 

Development Network in Higher Education（高等教育

専門組織開発ネットワーク）年次大会に参加する機会を得

ました。本大会には、例年、多くの国々の大学から教職員

が参加しています。そのため、ＦＤやＳＤに関する各大学

の取り組みについて情報を収集したり、意見交換したりす

ることができます。�

　私は、シラバスに関するセッションに参加しました。実は、

日米のシラバスには大きな違いがあります。日本のシラバ

スは、アメリカでは、カリキュラムガイドなどと呼ばれて

いるものです。日本では、1科目あたり、Ａ4サイズで2

分の1ページ程度が割り当てられ、それらを冊子にまとめ

ています。しかし、アメリカのシラバスは数十ページあり、

初回のイントロダクションの授業で学生に配布されるもの

です。毎回の講義の内容や参考文献が詳細に記述され、成

績評価の方法も具体的に書かれています。セッションでは、

理想的なシラバスの構成、シラバスの外部公開の必要性と

リスク、シラバスの承認方法、シラバスの著作権・所有権、

などが議論されました。�

　他にも、ファカルティ・ディベロップメントや、ティー

チングアシスタントについてのセッションなどにも参加し

ました。5日間という短い研修ではありましたが、様々な

国の方々とコミュニケーションをとり、多くの知見を得る

ことができたのは、私にとって大きな財産となりました。

今回の研修を契機に、日本の大学の現状を批判的に考察し

ていきたいと思います。　　　　　（学務企画課　船戸祥史）�

�
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インフォーマル学習�
Informal Learning

　インフォーマル学習とは、組織的系統的に教育が編成されておらず、学習目標や

期待される成果も設定されないなかで、学習者の視点からはほぼ無自覚になされる

ような学習のことです。多くは日々の職業経験や生活経験から個人が学習すること

を指します。�

　教育や学習は正規の教育機関以外の場所・形態で行われるものが多々あります。

その代表的な場所は職場です。職務に従事するための前提となる知識・技能は、多

くの場合、入職前の正規教育機関で形成されます。入職後は組織的・計画的な教育

訓練が提供される場合もありますが、それらの機会は限られています。多くの場合、

職務に従事する過程で個人が経験的に知識や技能を習得しています。知識・技能の

内容は職務に直結するものばかりでなく、職場の慣習・規律等に関連するもの、人

間関係に関連するものなど多様です。組織的・系統的なものではなく、多様で雑多

なものになる可能性があります。とはいえ、知識・技能の内容や水準は職務を遂行

する上では有効であり、しばしば不可欠なものです。正規教育機関での学習活動だ

けでは獲得できないものもありえます。�

　このような知識・技能を積極的に評価しようとする取組は近年注目され、活発化

しています。OECD や EU 等でも政策提言としてまとめられており、関連する研

究成果も発表されています。その背景には、職務遂行に有効な知識や技能へのニー

ズの高まりの中で、正規教育機関以外の学習の有効性や重要性が着目されているこ

とがあります。また、職業資格をもたない人への救済の意味もあります。彼らは職

業をはじめ各種の活動に従事する過程で一定の知識や技能を習得しているため、そ

れを評価して資格取得を促すことが社会政策的観点からも重視されています。�

　ただし、インフォーマル学習による知識や技能の内容はしばしば雑多であるため

に評価が難しくなります。また、それが正規教育機関での学習と対等とみなせるか

どうかは微妙な問題で、雇用主を含めた社会一般の理解を深めることが必要になり

ます。さらに、インフォーマル学習は低コストで実施できるため、教育・訓練関係

の予算縮減の圧力を招きかねない点にも留意が必要でしょう。　　　　（夏目達也）�

名古屋大学高等教育研究センター�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

『絵画をいかに味わうか』�
ヴィクトル・Ｉ・ストイキツァ著　　岡田温司監訳�
平凡社　　2010年�

　本書を紹介しようと考えたのは、絵画作品に関する

専門的な考察というよりも、「紆余曲折―知的自伝の

試み」と題された冒頭の50ページほどの部分のため

です。そこでは現代を代表する美術史研究者である著

者が、1949年ルーマニアのブカレストに生まれ、

1989年にパリで博士論文の審査に至るまでの波乱

に満ちた40年間を静かな語り口でたどっています。

1960年代に故国から西欧の大学へ留学した彼の「周

縁的な」まなざしにより、当時の大学の同僚や教員た

ちの姿が描かれています。�

　このような自伝を読むことの魅力のひとつは、私の

ような年齢に達した者にとっては、20歳前後に過ご

した自己形成期の繰り返しえない貴重な時間を、ほか

の人の生涯を借りながらではあっても、再び経験する

ことができることにあると思います。また、まさにこ

うした時間の真っただ中にある者にとっては、今直面

している課題、さまざまな偶然の出会い、時折訪れる

重要な転機における選択、そしてその時間の意味につ

いて、もちろん直接参考にはならないとしても、幅広

い視野から教えてくれるところにあるのでしょう。そ

して、1960年代のヨーロッパの大学と現代日本の

大学との間には数々の大きな変化や差異があるにもか

かわらず、大学が果たすべき役割は本質的には変わっ

ていないことに気づかされます。　　　　（木俣元一）�

　
世
界
各
国
の
大
学
で
留
学
生
が
増

え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ポ
ー
ト
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、

各
大
学
が
ど
の
よ
う
な
方
針
で
留
学

生
に
対
応
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
筆
者
が
日
本
、
中
国
、

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
実
態
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が

み
ら
れ
ま
し
た
。�

﹇
イ
ギ
リ
ス
﹈
ウ
ェ
ブ
情
報
が
豊
富
で
、

到
着
前
か
ら
準
備
可
能
で
あ
る
。
正

課
が
始
ま
る
前
の
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
充
実
し
て
い
る
。
通
常
の
学
生
生

活
が
始
ま
っ
た
後
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
活
発
で
あ
る
。�

﹇
日
本
﹈
学
習
や
生
活
に
関
す
る
説

明
や
実
用
的
な
情
報
提
供
を
重
視
し

て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
情
報
提
供

も
行
う
が
、
紙
媒
体
の
情
報
提
供
を

よ
り
好
む
傾
向
が
あ
る
。
入
学
式
後

に
、
留
学
生
全
体
に
対
し
て
説
明
会

が
実
施
さ
れ
る
。�

﹇
中
国
﹈
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ

り
も
政
府
通
達
が
優
先
さ
れ
る
。
ウ

ェ
ブ
上
の
情
報
提
供
が
少
な
い
な
ど

の
事
情
か
ら
、
種
々
の
手
続
き
や
日
々

の
生
活
に
お
い
て
、
留
学
生
仲
間
の

互
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。�

　
十
分
な
情
報
提
供
は
な
さ
れ
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
異
な
る
文

化
を
背
景
に
も
つ
留
学
生
に
対
し
て
、

文
化
適
応
を
一
方
的
に
押
し
付
け
て

い
る
可
能
性
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
儒
教
の
伝
統
文
化
を
も

つ
東
ア
ジ
ア
系
留
学
生
は
欧
米
の
教

職
員
か
ら
、
教
科
書
通
り
の
講
義
を

好
む
、
暗
記
に
依
存
す
る
、
議
論
に

加
わ
る
の
が
苦
手
で
あ
る
、
同
郷
の

留
学
生
ど
う
し
で
ば
か
り
集
ま
る
、

な
ど
と
否
定
的
に
み
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
異

文
化
間
で
も
事
情
は
同
じ
で
す
。�

　
わ
た
し
た
ち
大
学
関
係
者
は
、
外

国
人
留
学
生
に
固
定
観
念
を
抱
き
が

ち
で
あ
る
こ
と
、
彼
ら
が
外
国
語
を

使
っ
て
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

が
ち
な
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
留
学

生
は
学
習
ス
キ
ル
あ
る
い
は
知
的
能

力
が
不
足
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
わ
た

し
た
ち
自
身
の
思
い
込
み
を
検
証
す

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
高
等
教
育
が
国
境
を
越
え
る
と
き
、

そ
れ
は
人
の
移
動
で
は
な
く
、
異
文

化
適
応
で
も
な
く
、
豊
か
な
異
文
化

交
流
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
す
の
だ

と
思
い
ま
す
。
　（
翻
訳
　
近
田
政
博
）�

高
等
教
育
が
国
境
を
超
え
る
と
き�

ト
リ
シ
ア
・
カ
ヴ
ァ
デ
ー
ル
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
客
員
准
教
授
）�


